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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年3月29日(2012.3.29)

【公開番号】特開2012-31413(P2012-31413A)
【公開日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-007
【出願番号】特願2011-183295(P2011-183295)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  64/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/96     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  64/26    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/96    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ  69/96    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月14日(2012.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：
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【化１】

（式中、
　Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８－アルキル、Ｃ５～
Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１０－アリールおよびＣ７～Ｃ１２－アラルキルを表し
、
　ｍは、４～７の整数であり、
　Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、水素またはＣ１～Ｃ６－アルキルを表し、そして
　Ｘは、炭素を表し、
　ただし、式（Ｉ）または式（ＩＩＩ）において、繰り返し単位１個につき、少なくとも
１個のＸ原子において、Ｒ３およびＲ４は、同時に、アルキルを表し、
　Ｚは、炭素原子６個～３０個を有する芳香族基であり、
　ｐ、ｑ、ｒおよびｓは、１～１５の自然数を表し、そして、脂環式基で架橋されたビス
フェノール単位：脂肪族基で架橋されたビスフェノール単位のモル比は、１：１０～１０
：１である）
で表される、線形の統計的なコポリカーボネート（ｌｉｎｅａｒ　ｓｔａｔｉｓｔｉｃａ
ｌ　ｃｏｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）を製造するためのビスクロロ炭酸エステルの混合
物。
【請求項２】
　前記ビスクロロ炭酸エステル（ＩＩＩ）が、統計的に構成される、請求項１記載の混合
物。
【請求項３】
　前記
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【化２】

が、
【化３】

である、請求項１または２記載の混合物。
【請求項４】
　前記Ｚが、



(4) JP 2012-31413 A5 2012.3.29

【化４】

（式中、Ｍｅは、メチル基を表す）
からなる群から選択されるものである、請求項１または２記載の混合物。
【請求項５】
　前記

【化５】

が、

【化６】

である、請求項１または２記載の混合物。
【請求項６】
　前記Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、塩素または臭素である、請求項１または２に
記載の混合物。
【請求項７】
　前記Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、フェニル基である、請求項１または２に記載
の混合物。
【請求項８】
　前記整数が、４または５である、請求項１または２に記載の混合物。
【請求項９】
　前記式（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：



(5) JP 2012-31413 A5 2012.3.29

【化７】

で表されるビスクロロ炭酸エステルの混合物を界面条件下で反応させることを包含する、
線形の統計的なコポリカーボネート（ｌｉｎｅａｒ　ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ　ｃｏｐｏ
ｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）の製造方法。
【請求項１０】
　前記

【化８】

が、
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【化９】

である、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｚが、
【化１０】

（式中、Ｍｅは、メチル基を表す）
からなる群から選択されるものである、請求項９または１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記式（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：
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【化１１】

で表されるビスクロロ炭酸エステルの混合物を界面条件下で反応させることを包含する、
環状コ－オリゴカーボネートの製造方法。
【請求項１３】
　前記

【化１２】

が、
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【化１３】

である、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ｚが、
【化１４】

（式中、Ｍｅは、メチル基を表す）
からなる群から選択されるものである、請求項１２または１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記環状コ－オリゴカーボネートの合成をｐＨが７～１３の値および温度が０℃～４０
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℃で実施する、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記環状コ－オリゴカーボネートの合成をｐＨが９～１１の値および温度が３０℃～４
０℃で実施する、請求項１１または１２に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
【化１】
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